
持続可能な行政運営プラン
見直し策定方針案
1. 見直しの必要性

以下の理由から、持続可能な行政運営プラン（以下、「計画」という。）の見直しが必要と考え
ている。

• 財政計画、公共施設等個別管理計画、定員適正化計画の見直しが図られようとしている。

• 総合計画等策定当時にはなかったデジタル活用構想が策定されている。

• 当該計画において、令和７年度以降の展望がない。

• KPI等が盛り込まれておらず、進捗管理における達成度がわからない。

2. 計画見直しの方向性
基本的に方針は踏襲（見やすくするために一部修正等は行う。）し、具体的な取組等を見直す

こととしてはどうか。

また、現計画の進捗で積み残しの部分を整理する作業も行う。

さらに、財政計画等の詳細説明が必要とあれば、機会を設定する。
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見直しのスケジュールを確認

事項
令和6年
10月

令和6年
11月

令和6年
12月

～
令和7年
3月

令和7年
4月

令和7年
5月

令和7年
6月

令和7年
7月

令和7年
8月

令和7年
9月

～
令和8年
3月

市民
見直し案
公表・意
見募集

行政改革
推進委員会

諮問 審議 市長答申 計画の進捗 委員改選

計画見直し※ たたき台の検討 素案
意見回答
を公表

見直し計
画の策定

市役所改革PT 詳細検討
市長

最終報告

庁議 見直し作業の進捗管理と内容協議

• 令和８年度当初予算案の策定時期である令和７年９月中には計画の見直しを実施したい。

月次or半年毎に進捗状況把握
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計画の位置づけを確認
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佐渡市総合計画

持続可能な
行政運営プラン

財政計画

定員適正化計画

個別
計画

個別
計画

個別
計画

個別
計画

個別
計画

総合計画の
基本的
方策

デジタル
活用構想

2022年６月に策定

市政運営の
指針

実行計画



基本方針・重点事項の方向性を確認

• 見直し（たたき台）

基本方針で、大きく変更すべきところは
ないと想定される

なお、細かい文言修正や、基本方針と重
点事項の組み合せは必要と想定される

• 現計画

持
続
可
能
な
行
政
運
営
プ
ラ
ン

(1)効率的・効果的な
行政運営

(2)人材育成の推進

(3)効率的で機能的な
組織体制の構築

(4)健全な行財政運営
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①ICT技術等を活用した行政
事務の効率化
②行政手続きのデジタル化
等の推進
③官民の役割分担の明確化
④連携・協働の地域づくり

①人材育成
②働き方改革による取組み
の推進
③外部人材、専門人材の活
用

①機能的な組織体制の構築
②専門的業務、定型的業務
の集約化

①公共施設の適正管理
②財政計画に基づいた行財
政運営

＜基本方針＞

＜重点事項＞


